
 

 
 
 
 
 
Ⅰ 実践テーマの趣旨 

  本園の幼児は、自分の思いを表出させて友達と関わって遊ぶ姿は見られるが、自分の力で解決する力や

他者を受容、共感する姿勢に課題がある。そこで、研究主題を「幼児の主体性をはぐくむ幼稚園生活をめ

ざして」とし、副主題を「自己肯定感、自己有用感を引き出す視点から」とした。また、遊びの中で幼児

が発達する姿である「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ、幼児の自己選択や決定、行動を、

遊びや生活の中で尊重することにより幼児の主体性が育まれるのではないかと仮説を設定し、実践を進め

ている。 

 Ⅱ 実践の概要 

   幼児が主体的に行動するための手立てを工夫していくため、教師間で環境構成と援助の柱を共通理解し 

ながら、日々の保育実践を重ねていくことを大切にしている。 

 １ 幼児の自己選択や決定、行動を支えていく環境構成と援助の柱を作成 

環境構成と援助の柱を保育実践に 

生かし、事例検証や文献学習を通し 

て幼児の変容を把握しながら、保育 

につなげている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

           【環境構成と援助の柱】              【１日のスケジュールの視覚化】 

 ２ 異年齢児との関わりを深める活動の工夫～縦割り保育の実施～ 

   「しかべ幼稚園なかよしデー」と称し、全園児が３グループに分かれて活動している。幼児が他者から 

肯定的に受け止められる喜びを味わうこと、自分が他の人の役に立っているという気持ちをもつことをね 

らいとし、生活の流れや活動の内容について各グループで話し合い、異年齢児が関わることができるよう 

な環境に配慮し、実施している。 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ 実践の成果（○）と課題（●） 

  ○ 幼児の言葉を大切に受け止め、教師がその思いや考えに寄り添っていくことや、自己判断できるよう

に働きかけ、自発的な活動を支えていくことで、幼児の主体性につながることを実感できた。また、主

体的に遊ぶことにより、遊びの内容の広がりにもつながった。 

  ○ 「しかべ幼稚園なかよしデー」に継続的に取り組むことで、普段の生活の中でも積極的に異年齢児と

関わる姿が見られるようになり、自己有用感を感じている場も増えた。また、本取組で得られた情報を、

教師間で交流をすることで、多角的な視点で幼児を捉えることにつながった。 

  ● 自己肯定感を高められるように、幼児一人一人の発達や個人差などに留意し、幼児の気持ちに寄り添

い、より共感するなど、幼児が多様に心を動かす体験ができるようにしていく必要がある。 

別紙 

鹿部町立しかべ幼稚園 学級数３ (園長 福井 伸一) 

【はじめますの会の様子】 【年長児が絵本を読んであげている様子】 【散歩へ出かけた時の様子】 



 

 



 

 
 
 
 
 
Ⅰ 実践の趣旨 

  本園では、研究主題「『自分の思いや考えを表現し、いきいきと遊ぶ子ども』を目指して」の実現

に向け、園児への援助の方法や環境構成などを視点に、全保育者が共通理解を図り園児の成長を支

援するとともに、保育者一人一人の資質向上につなげられるよう園内研修の充実に努めている。 

 

Ⅱ 実践の概要 

 研修の機会は、年間４回の「園内研究会」と月に一度の「事例研

修」、「研究主題に関する話合い」であり、研究主題を基に、日常の

保育の充実に向け教職員の研修の機会を定期的に開催し、保育内容

の検討及び改善を図っている。 

１ 園内研究会 

年間４回、保育部（０～２歳児）、幼稚部（３～５歳児）で実

施している。園内研究会では、幼児期の終わりまでに育てたい10

の姿を踏まえ、学級の目指す姿の実現に向けた指導案を作成し、

参観保育を実施している。参観保育後には、参観保育で見られた

園児の姿と幼児期の終わりまでに育てたい10の姿や学級の目指す

姿にどのようにつながり、園児への援助や環境構成が効果的であ

ったのかについて協議している。そして、参観者の意見を次の保

育へ生かしている。保育者同士がお互いの保育を見合う大切な機

会であり、保育者としての資質向上につながっている。 

  ２ 事例研修 

 研究主題に基づいた保育内容で、学級ごとに保育者の援助が効果

的であった事例及び課題が残る事例の２パターンのエピソードを基

に事例検討を行っている。その際、様々な視点から意見を集約でき

るよう４～５人程度の小グループを編成し、付箋紙を用いて全保育

者の意見を反映している。各グループで話し合った内容は、全保育

者で回覧し、日常の保育に生かせるようにしている。 

  ３ 研究主題に関する話合い 

保育者の援助や環境構成について、幼稚部と保育部それぞれの話

合いを定期的に開催している。この機会では、普段は研修に参加す

ることが難しい副担任なども参加し、意見を出し合って共通理解を

図ることができ、有意義な時間となっている。 

  ４ その他 

毎回の研修後にはアンケートを実施し、評価や意見を踏まえて次回の研修に役立てるとともに、

研修内容やアンケート調査などを代替保育者にも周知し、意見をもらえるようにしている。 

 

Ⅲ 成果（○）と課題（●） 

○ 他の保育者の保育を参観したり、研究協議等で様々な意見を聞いたりする機会を確保すること

で、自身の保育を見直し、日常の保育の改善へつながるヒントを得ることができ、保育者の資質

向上に役立っている。 

○ 多様な機会で保育者が意見を出せる環境を整えることで、様々な視点を得ることができるとと

もに、それを周知することで一人一人が研究主題についての意識を高め、全保育者が一丸となっ

て研修に取り組むことができている。 

● 限られた時間の中で十分な話し合いができないこともあるため、短時間で意見を出し合い、深

めることができる研修の進め方を今後も検討する必要がある。 

別紙 

認定こども園美深町幼児センター  (センター長 田澤 満) 

第１回（６月） 園内研究会 

第２回（９月） 園内研究会 

第３回（11月） 園内研究会 

第４回（12月） 園内研究会 

事例研修 
研究主題に関
する話合い 

事例研修 
研究主題に関
する話合い 

事例研修 
研究主題に関
する話合い 

【園内研修の計画】 

【付箋紙を活用した事例検討の一部】 



 

 

 

 

 

 

Ⅰ 実践テーマの趣旨 
本園の幼児は、自分の思いを素直に表現して遊ぶが、友だちに自分の考えを伝えたり、互いの気持ちを

受け入れ、コミュニケーションを取りながら遊んだりすることを苦手としている様子が見られた。 
そこで、対話する楽しさを味わい、コミュニケーション力を培うため、研究主題を「幼児の主体的な活

動としての遊びを支える保育者の役割を探る」と設定し、友だちと思いを伝え合い、関わりを深め、主
体的に遊びを展開していくための保育者の役割について、研究を推進している。 

 
Ⅱ 実践の概要 

七夕祭りの実践事例 
 課題と思われる

幼児の姿 
活動の流れ・幼児の変容 保育者の具体の働きかけ 

  
 
縁日のイメージが
もてず、黙って周
りの話を聞いてい
る幼児の姿が見ら
れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
実際に準備を始め
ると、「うまくで
きない」「どうし
よう」と手が止ま
っている幼児の姿
が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
店員になり、お店
の準備やお店屋さ
んを始めたが、年
少中児と積極的に
関わることができ
ない幼児の姿が見
られた。 

＜事前の話合いの場面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜準備の場面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜当日＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
紙芝居や絵本を用いて縁日
の具体を想像させたり、
「○○のお店のことなら、
Ａちゃんが知ってるよ。」
と声をかけたりするなど幼
児同士が思いを伝え合うよ
う働きかけた。 
 
 
 
 
 
 
保育者は、幼児の言葉を聞
き逃さないように注意しな
がら、「Ｂくんはテープを
貼るのが上手だね」と幼児
一人一人の得意なことを全
体で共有したり、「Ｃちゃ
んのつくった金魚、本物み
たいだね。どうやってつく
ったの。」と相談する姿を
見せたりするなど、幼児が
関わり合うよう働きかけ
た。 
 
保育者は、幼児が自分たち
で遊びを広げていくことが
できるよう、活動の様子を
見守り、困り感を伝えてき
たときは、幼児がつくった
ものを説明したり、お店屋
さんになりきって「いらっ
しゃいませ」などの声がけ
を考えさせたりするよう働
きかけた。 

 
Ⅲ 成果と課題 
○ 保育者が、幼児理解に基づいた援助を効果的に行うことにより、縁日の具体的なイメージを幼児が
もち、自分の思いを伝えながら関わり合うなど、家庭環境や生活経験が異なる幼児一人一人のイメー
ジを大切にしながら、活動を充実させることができた。 

○ 幼児が気付いたことや工夫したこと、困っていることなど、友だちに自分の考えを伝え、話し合う
ことができるよう援助することにより、幼児が自分の考えを伝える楽しさや友だちの話を聞く楽しさ、
伝わる喜びなどを感じられており、自由に自分なりの表現ができる喜びが、対話する力を培う上で大
切であった。 

● 幼児の遊びに対し、保育者がイメージの押し付けや方向性の限定を行わず、幼児の実態を見極めて援
助を考えるなど、幼児の主体性と保育者の意図のバランスを取り、幼児の主体性を引き出しながら幼児
同士の関係が豊かになっていくことができるよう、保育者の資質・能力の向上を図る必要がある。 

別紙 

釧路市立阿寒幼稚園 学級数３ (園長 山﨑 綾子) 

イメージしたことを友だちと共有しながら、
縁日に必要なものを考える姿が見られた。 

友だちの得意なことに気付き、つくり方を
教えてもらいながら一緒につくる姿が見ら
れた。 

自分たちでつくったものを見せ合ったり、
上手にできたことを伝え合ったりするな
ど、友だちを誘い、みんなで遊びを楽しむ
姿が見られた。 

１ 幼児が思いを
伝え合うための
援助 
保育者は、縁

日のイメージを
共有し、幼児同
士が思いを伝え
合うための援助
を行った。 

２ 幼児が関わり
合うための援助 
保育者は、幼

児が気付いたこ
とや困っている
ことなどを話し
合い、互いに関
わり合うための
援助を行った。 

３ 幼児の主体性
を高めるための
援助 
保育者は、幼

児同士の関わり
を見守り、困り
感を伝えてきた
ときのみ援助を
行った。 


